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桐
の
板
戸
さ
く
ら
の
柱
撫
で
て
み
る
解
体
ち
か
づ
く

春
ま
で
の
生
家

い

へ

山
田
　
　
濱

う
ら
ら
日
に
庭
畑
乾
き
ゆ
く
頃
は
心
は
づ
ま
せ
土
に

親
し
む

大
槻
　
正
兄

部
室
か
ら
校
舎
へ
響
く
楽
器
の
音
私
の
め
ぐ
り
音
色

で
い
っ
ぱ
い

東
中
三
年
　
浅
野
由
里
子

夢
に
な
ど
出
で
し
こ
と
な
き
亡
き
姑
の
笑
顔
夜
明
け

に
と
ろ
と
ろ
と
見
る

平
間
　
久
子

冬
越
せ
と
囲
ひ
き
た
り
し
室
の
な
か
微
笑
む
が
ご
と

咲
く
君
子
蘭

太
田
　
敏
子

瀬
戸
の
海
眺
め
て
走
る
バ
ス
の
旅
伊
予
の
柑
橘
た
わ

わ
に
実
る

水
戸
　
光
穂

刺
し
置
き
し
庭
の
り
ん
ご
を
啄
み
に
小
鳥
来
た
り
ぬ

雪
の
降
る
朝

大
庭
　
良
子

冷
暖
房
完
備
の
世
に
て
画
面
に
は
四
季
な
き
女
性
の

姿
多
か
り

八
嶋
　
正
子

混
沌
た
る
世
情
を
よ
そ
に
老
い
し
人
ら
寄
り
添
ひ
て

茶
飲
む
ホ
ー
ム
明
る
し

石
田
み
ど
り

納
豆
に
春
の
香
り
と
寄
せ
植
ゑ
の
ネ
ギ
堀
り
起
こ
し

刻
み
て
入
れ
ぬ

斎
藤
タ
カ
子

一
首
目
。
立
派
な
板
戸
や
柱
に
象
徴
さ
れ
る
よ

う
に
、
そ
の
命
を
保
つ
が
如
く
今
に
至
っ
た
生
家
。

愛
惜
の
念
は
下
の
句
に
よ
っ
て
一
層
の
も
の
と
な
っ

て
い
る
。
二
首
目
。
腕
を
ふ
る
え
る
春
の
到
来
を
喜

ぶ
。
第
二
句
、
三
句
に
は
、
こ
れ
ま
で
の
土
へ
の
思

い
が
滲
む
。
三
首
目
。
誇
ら
か
だ
。
重
な
る
音
い
っ

ぱ
い
の
中
に
充
実
し
て
い
く
作
者
の
姿
を
思
う
。

蕗ふ
き

の
薹と
う

大
地
動
か
し
初
め
け
り

日
下
　
　
文

さ
ぎ
一
羽
春
田
に
降
り
て
歩
み
を
り

福
原
　
峯
子

黄
梅
の
辺
り
日
暮
れ
を
点
し
け
り

鈴
木
　
民
子

美
し
き
雛
に
心
残
し
去
る

山
家
　
弘
子

唐
突
に
視
線
捉
へ
し
蕗
の
薹

岩
沢
　
伍
峯

そ
の
中
の
母
似
の
雛
で
あ
り
し
か
な

佐
藤
　
周
子

風
光
る
舞
ひ
の
八
十
路
に
秘
む
気
骨

高
子
う
こ
ん

春
星
の
一
つ
遠
く
に
父
母
在
す

制
野
　
リ
エ

山
茶
花
の
密
か
に
咲
い
て
散
り
に
け
り
遠
藤
　
忠
臣

立
春
の
蔵
王
を
照
ら
す
朝
日
か
な

大
場
　
良
子
　

雪
解
け
て
日
差
し
に
見
つ
け
た
ふ
き
の
と
う
。

土
を
持
ち
上
げ
て
小
さ
な
ふ
き
の
と
う
が
大
地
を
動

か
し
た
の
で
あ
る
。
待
春
の
心
を
一
句
に
。
二
句
目
。

こ
れ
も
春
の
句
。
鷺
が
春
の
田
に
虫
を
つ
い
ば
む
の

で
あ
ろ
う
。
土
の
色
と
鷺
の
白
さ
、
空
の
青
さ
が
見

え
る
。
三
句
目
。
夕
暮
れ
に
黄
梅
が
灯
り
を
と
も
し

て
い
る
よ
う
だ
。
黄
梅
の
明
る
い
彩
を
強
調
し
て
良

い
句
に
な
っ
た
、
ベ
テ
ラ
ン
ら
し
い
作
品
で
あ
る
。

忍
耐
と
い
う
字
を
知
ら
ぬ
子
が
育
ち

平
間
　
大
恵

軒
を
貸
し
母
屋
取
ら
れ
た
大
相
撲

し
か
ま
英
夫

外
国
の
国
技
の
よ
う
な
大
相
撲

水
戸
　
光
穂

そ
こ
こ
こ
に
春
を
見
つ
け
る
万
歩
計

米
沢
　
礼
子

寡
婦
と
な
り
嫁
と
姑
が
歩
み
寄
る

大
沼
　
妙
子

飼
い
犬
が
黙
っ
て
聞
い
た
一
人
言

大
庭
　
良
子

欠
点
も
長
所
も
噛
ん
で
来
た
夫
婦

草
野
　
　
清

意
味
知
ら
ず
た
だ
読
む
だ
け
の
カ
タ
カ
ナ
語

阿
部
み
さ
子

内
裏
び
な
桜
梅
見
ず
に
お
蔵
入
り

高
橋
　
要
一

合
併
に
ど
ん
な
メ
リ
ッ
ト
あ
る
の
か
な
佐
藤
　
尚
志

一
句
目
。「
お
し
ん
」
が
名
声
を
博
し
て
い
る

所
以

ゆ
え
ん

は
耐
え
る
こ
と
を
実
践
し
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。
家
康
は
お
し
ん
、
現
代
っ
子
は
信
長
か
。
苦
労

に
耐
え
る
は
人
間
形
成
に
必
要
。
二
、
三
句
目
は
同

意
句
。
表
現
の
相
違
を
味
わ
っ
て
く
だ
さ
い
。「
国

技
」
な
ど
に
と
ら
わ
れ
ず
、
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
化
は

結
構
と
思
い
ま
す
。

市内イベント掲示板 （５月１日～６月５日） 

開催日 時　間 イベント名 場　所 有・無料 問い合わせ先 備　考 
3 月20日（木） 

～ 5 月20日（火） 
  9:00～ 
17:00

弥 治 郎 
こけし村 

弥 治 郎 
こけし村 

いきいきプラザ 

無　　料 19頁掲載 

 

16頁掲載 

 

16頁掲載 

 

23頁掲載 

16頁掲載 

18頁掲載 

22頁掲載 

16頁掲載 

16頁掲載 

無　　料 

無　　料 

無　　料 

入場無料 

参加費300円 

お茶券400円 

大人200円 
高校生以下100円 

弥治郎こけし村 
0２６－３９９３ 

弥治郎こけし村 
0２６－３９９３ 
いきいきプラザ 
0２２－１６３５ 

いきいきプラザ 
0２２－１６３５ 

いきいきプラザ 
0２２－１６３５ 
古典芸能伝承の館 
0２５－７９４９ 

ホワイトキューブ 
0２２－１２９０ 

勤労青少年ホーム 
0２５－３７２０ 

商工観光課 
0２２－１３２１ 

商工観光課 
0２２－１３２１ 
商工観光課 
0２２－１３２１ 

社会教育課 
0２２－１３４３ 

無料・材料持参 
※連絡必要 

無料・材料持参 
※連絡必要 

入場無料 
※出店希望者連絡必要 

5,000円（全席指定） 
※学割半額 

いきいきプラザ 

いきいきプラザ 

碧水園 

市内中心部 

ホワイトキューブ 

ホワイトキューブ 

白石城本丸 
益岡公園 
武家屋敷 
「旧小関家」 

白石川緑地公園 
※雨天時は壽丸屋敷 

名和好子コレクション展ＰＡＲＴⅡ 

白石城さくらまつり 

第１回やじろべえ展 

白石市民春まつり 

東儀秀樹の夕べ 

碧水園茶会 

いきいきプラザ 
フリーマーケット 

「EIGOで話そう in 壽丸屋敷」part11

第45回全日本こけしコンクール 
第10回白石市地場産品まつり 
定期リサイクル教室 
「新聞紙やチラシからハガキを作ろう」 

端午の節句展 
※5/3 11:00～13:00笹巻づくり実演・試食 

短期リサイクル教室 
「ネクタイをリサイクルしてショッピングバックを作ろう」 
※5/16、30、6/13、27も開催 

  9:00～ 
17:00
  9:00～ 
17:00

  9:00～ 
17:00
10:00～ 
11:30
16:30開場 
17:00開演 

13:00～ 

  8:30～ 
12:00
10:00～ 
15:00

10:00～ 
12:00

4 月 4 日（金） 
～ 5 月 5 日（祝） 
4 月19日（土） 

～ 5 月 5 日（祝） 
4 月27日（日） 

～ 5 月10日（土） 

5 月 2 日（金） 

5 月 3 日（祝） 

5 月 3 日（祝） 
～ 5 日（祝） 

5 月17日（土） 

5 月18日（日） 

5 月18日（日） 

5 月24日（土） 

5 月25日（日） 

 

市民文芸 応募
方法

一人俳句三句、短歌三首、川柳三句以内。はがきに作品・住所・氏名・応募す
る壇名をはっきり書き、〒989-0257白石市字亘理町37-3、白石市情報センター
へ。短歌、俳句、川柳の併記は不可。毎月15日締め切り。
Ｅメールでも応募できます。（koho@city.shiroishi.miyagi.jp）

歌
　
壇

岩
　
崎
　
聰
之
介
　
選

俳
　
壇

遠
　
藤
　
秋
　
尾
　
選

柳
　
壇

山
　
田
　
風
　
流
　
選

評

評評

す
ぎのこ母親ク

ラ
ブ

145

「まちの
子はみんなわが子」を合い言葉に！

ジ ャ
ロ ド の

国際コーナー 
International Corner

　すぎのこ母親クラブは、子どもた

ちの健全育成のための活動をしてい

ます。 

　こどもまつり、いっかんまつり、

わらしこまつり、移動児童館での遊

びのコーナー、人形劇、紙芝居、絵

本読み聞かせ、ハンドベルなどの上

演、公園の遊具点検や交通安全のた

めの通学路点検、ストップマーク貼

りなどがあります。 

　また、子育て中のお母さん達のな

やみなどを気軽に相談したり、おし

ゃべりを楽しんだりする場でもあり

ます。 

　いろいろな活動がありますが、『で

きる人ができる時に』活動しています。 

　ぜひ、皆さんも参加してみませんか。 

　ただいま会員募集中です。 

�すぎのこ母親クラブ 

　（事務局：第一児童館） 

　025-7070　�25-7284

やっと暖かくなりましたね。桜を見ましたか。
お城周りの桜の木が特にきれいでしたね。５月と
いったら、日本ではお祭りシーズンの始まりです
ね。残念ながら、オーストラリアでは今月はお祭
りがありませんので、今月は、毎年１月にニュ
ー・サウス・ウエールズ州北部にあるタムワース
市で行われている、カントリー・ミュージック・
フェスティバルについて書きます。
タムワース市は、オーストラリアの「カントリ

ー・ミュージックのまち」と呼ばれていて、巨大
なギターのブロンズ像がシンボルです。
このフェスティバルには、オーストラリア各地

から、５万人以上の観光客が訪れます。ストリー
ト・パフォーマンスやコンサートなど、楽しい雰
囲気を持っていて、アメリカのウッドストック音
楽祭みたいだといわれています。
普段、人口２万人しか住んでいないタムワース

市は、このフェスティバル開催中、本当に「満員」
になります。小さなホテルしかない町ですから、
観光客はいろいろ面白い宿泊をします。自分のキ
ャンピング・カーを引いて来る人がいるし、畑に
テントを張る人も多いです。
フェスティバルでは、もちろんカントリー・ミ

ュージックを聞くことができますが、そのほかに、
フォーク・ダンスやパレ
ード、食事も楽しめます。
インターネットで調べた
ら、多くの日本人もこの
フェスティバルに訪れて
いるようです。皆さんも、
詳しいことをインターネ
ットで調べてみて、来年
の１月、ぜひ見に行って
ください。 ▲タムワース市の巨大ギター像


